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小中質量星はその進化の最終段階、漸近巨星枝（ＡＧＢ）を登り詰めたところで盛大な質量放出を行なう。その結果、こ
の星は短い間赤外線星となるが、質量放出により外層質量が小さくなると放出メカニズムが停止し、再び可視の超巨星とし
て現れてくる。この段階の星をｐｏｓｔーＡＧＢ星と呼ぶ。ｐｏｓｔ－ ＡＧＢ星は質量放出停止後赤外線星から惑星状星雲
へと、恒星がＨＲ図を真横に大横断する最中の星であり、ひとまとめにはくくり切れないほどの変化と魅力に富んだ星のグ
ループである。
赤外から可視にかけてのｐｏｓｔ－ ＡＧＢ星のスペクトルには大きな特徴がある。これらの星は中間赤外域で質量放出星
よりは冷たく、分子雲よりは暖かい熱放射を示す。これはＡＧＢ期に放出され飛び散ったガスからの光である。一方可視域
では恒星本体からの光が直接観測される。このため、全体としては可視と赤外に２つのこぶを持ったエネルギー分布にな
る。ＩＲＡＳの赤外線点源カタログにはｐｏｓｔ－ ＡＧＢと考えられる天体が数多く見出せる。これらが本当にｐｏｓｔ－
ＡＧＢ星ならば可視域で観測できるはずである。
そこで木曽観測所シュミット望遠鏡を用いて、ｐｏｓｔ－ ＡＧＢ候補星のＣＣＤ測光観測を行なうことにした。これらの
星のいくつかはＶ等級が１０等より明るく、可視のスペクトル型も定められているが、Ｖバンド以外でのデータは乏しく、
また多くの候補星に対しては光学同定すらなされていない。観測はＢ，Ｖ，Ｒｃ，Ｉｃの各バンドで行われ、大部分の天体
が実際に２山スペクトルを持つことが判ったが、可視域と赤外域での光量の比、スペクトルピーク位置は様々であった。ま
た、可視と中間赤外のスペクトルがつながって見えるものも少数だが存在する。これらのいくつかに対し、南アフリカ天文
台でＰＡＮＩＣ装置による近赤外観測を行ないＪ，Ｈ，Ｋ等級を得たので、合わせてこれらｐｏｓｔ－ ＡＧＢ星のカラーに
よる分類を議論する。


